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球磨山地の上部三畳系田浦層石灰岩の岩相と生相

勘米良亀齢

Litho-and bio-facies of limestones of the Upper Triassic 

Tanoura Formation in the Kuma Mountains 

Kametoshi KANMERA 

Abstract 

This paper describes lithologic and sedimentary features of limestones of the 

Upper Triassic (mainly Carnian) Tanoura Formation in the central part of the Chichibu 

Terrane in the Kuma Mountains. An interpretation on their depositional environment is 

also given. 

Limestones of the Tanoura Formation occur in the upper mudstone member of 

the lower subformation and are thin-bedded, occasionally massive, interbedded with and 

merging laterally into calcareous siltstone and mudstone. They consist of oosparite 

oolitic intrasparite, oolitic biosparite and sandy calcarenite, with subordinate intercalations 

of calcisiltite and micrite. They are well-washed, mostly lacking matrices and are 

cemented with drusy fibrous calcite. Fine-grained limestones often contain terrestrial 

sands. 

Oolite is most predominant throughout the seguence, and ooid nuclei are mostly 

calcisiltite or micrite that are found very commonly as intraclasts. Intrasparite also 

occurs at many horizons and contains intraclasts of at least several kinds that are all 

very similar or analogous to the rock types of the members of the Tanoura limestones. 

Skeletal limestones are rather subordinate in occurrence and their main constituents are 

fragments of sessile benthos such as crinoids, brachiopods and bryozoas. Calcarenite, 

calcisilitite and micrite appear to be composed of skeletal debris mechanically disinte-

grated. 

The lithologic and sedimentary features of the Tanoura limestones suggest their 

deposition in such an environment of very shallow, strong current agitation as the present 

oolite shoals that are mostly less than 5 m in depth. 

In the last part of this paper is given the comparison of the litho-and bio-facies 

between the Tanoura limestones and the coeval limestones of the Konose Group (KAN・

MERA, 1969) of the Sambosan Belt that are associated with radiolarian chert and basaltic 

volcanic rocks. 

I. まえがき

筆者は先に九州球磨川流域の三宝山帯神瀬層群の石

灰岩の岩相•生相を調べ，それらは放散虫や薄殻二枚

貝などの浮遊性動物遺骸で特徴づけられる遠洋深海型

ミクライトを主体とすることを報告した (KANMERA,

1969). その際，球磨山地の秩父帯主部における同時

代の上部三畳系 Carnian田浦層に含まれる石灰岩は，

三宝山帯のそれとは異質のものであることを若干付言

1976年9月1日受理

したが，詳細を記述しないままであった．

上部三畳系は，西南日本では，変成岩帯を除いて，

内帯内側帯から秩父帯外縁にかけて広く分布し，日本

列島の地史を考える上に比較的によい材料である．近

年，内・外帯諸地域で従来古生層と考えられていた地

層から上部三畳紀型コノドントが報告され，その分布

が広がると共に．上部三畳系の岩石組合せを異にする

地層群の区別とそれらの南北方向でのつながり，岩相

•生相の相互関係，生成環境を知ることが重要な課題

となってきた．その解明の1手段として，石灰岩の岩
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図 1 巨壬

疇 3

もよい手がかりを与える．

特徴を記述し，その堆積環境を考察し，三宝山帯石灰

岩との比較を行なう．

まことに小篇ではあるが，学生時代から30年間にわ

たり，たえずご懸篤なご指導を賜わった恩師松本達郎

先生に，心からの感謝の意をこめて，本論文を捧げる．

rr. 田浦眉の層序概要

上部三畳系 Carnian階の田浦層 (TAMURA,1959, 

1960; 折田， 1962;松本・勘米良， 1964)は球磨山地

の秩父帯のほぼ中央部坂本帯内に位置し，熊本県八代

郡田浦町海浦から NEE方向に，幅700m以下の狭長

な地帯をなして分布する．海浦から球磨川付近までは

坂本帯南部に位置するが，東方の走水谷上流では同帯

響 Jurassicand Cretaceous formations 
皿□Carnian Tanoura Formation 
疇 jMiddle Permian Kozaki Formation 
四 Yalsushiro Igneous 
-- and Metamorphic 
Rocks 

第 1図 田浦層及び三宝山帯神瀬層群分布位置図
Fig. 1. Map showing the distribution of 
the Upper・Triassic Tanoura Formation and 
the coeval Konose Group of the Sambosan 
Belt. 
1, 宮ノ原花閥岩類 (Miyanohara Granitic 
Rocks); 2, ジュラ系・白亜系 (Jurassicand 
Cretaceous formations); 3, 上部三畳系(Upper
Triassic formations); 4, 上部古生界 (Upper
Paleozoic formations); 5 , 八代火成岩・変成
岩類 (Yatsushiro Igneous・and Metamorphic 
Rocks); B. L., 仏像構造線 (ButsuzoTectonic 
Line). 

の北緑に分布する（第1, 2図）．

田浦層の層序・岩相については折田(1962),松本・

勘米良 (1964)による詳しい記述がある．同層は中部

ペルム系小崎層を傾斜不整合に被う華底礫岩をもって

始まる厚さ約250mの地層で，全体としてシルト岩・

泥岩が卓越する．第3図の総合柱状図に示したように，

状中粒砂岩をはさみ，岩相上不完全ながら 2堆積輪廻

がみられ，下部層・上部層に分けられる．上限は海浦

海岸で上部ジュラ系坂本層に不整合に被われる．

m. 田浦層石灰岩の産状

岩をはさむ．田浦地区では，第2図に示したように，

断続的ながらよく追跡される．走水谷上流でも同様で

ある．

第 2 図 田浦町付近における田浦層石灰岩の分布及び試料採集位置図 Fig. 
2 . Map showing the distribution of limestones of the Tanoura 
Formation in the Tanoura area and the collecting localities of the 
examined samples. (6201は6206の誤り； read 6206 for 6201) . 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



球磨山地の上部三曇系田浦屑石灰岩の岩相と生相 149 

limestone and 
calcareous nodule 

□ mudstone and 
shale 

siltstone 

ロsandstone 
虞
conglomerate 

第 3図 田浦屈総合柱状図 Fig. 3. Genera-
lized stratigraphic section of the Tano-

ura Formation. 

石灰岩は厚さ10~15mの層位にわたって3m以下の

層状ないしレンズ状体をなして3~4層発達し，シル

ト岩・ 泥岩と互閾しまた交指状にそれと移化する．露

頭における産状の 1例を第4図に示す．また，石灰岩

が最もよく発達する田浦地域における模式的柱状図を

第5図に示した．一般に，下部の石灰岩は泥岩中に介

在する長団球状ないし小レンズ状のものから始まり，

3~10cmの厘さの薄層成層を主とし， しばしば互層状

ないしパッチ状に泥岩薄暦をはさむ．中部の石灰岩は

時に塊状を呈するが，著しく砂質で，層内葉理が明隙

である．上部の石灰岩は再びよく成屑し，少量の泥質

岩パッチを伴うことがある．上限はレンズ状・団球状

となって泥岩に移る．

石灰岩と互闘または移化する泥岩・シルト岩は暗灰

色で，砂質の葉理・薄屑をひんぱんに伴い，著しく石

灰質で，割目の発達したものでは方解石細脈にとむ．

IV, 石灰岩の岩石記載

田浦地域において連続露出のよい数露頭を選び

(Km, 6614, 6206, 6142, 6128, 6129, 6019), 10~ 

数10cm程度の間隔で標本を採集し，薄片により検鎧し

た．粗粒のものでは大型薄片 (5~ 10cm x 3 ~ 5 cm) 

を作った．そのうち代表的な露頭Km6142および6206

における岩石分類柱状図を第6図に示す．石灰岩の分

類は基本的に FOLK(1959, 1962) の方式に準拠し，

若干の追加を行なっている．

第6図および第14~17図版にみられるように， 田

EW 5膨75 3 2 1 0 

第 4図 田浦層石灰岩の産状を示す露頭の 1例
Loe. Km 6206. Fig. 4. A sketch of an 
outcrop showing the mode of occurrence 
of the Tanoura Limestone, Loe. Km 
6206. 

浦雇石灰岩の主体をなすものは， oosparite,oolitic 

intrasparii.e, oolitic)Jiosparite~sparudii.eで，一

部に calcarenite,calcisiltite~micriteをはさむ．

全体として多かれ少なかれ砂質で，著しいものでは20

~40%の砕屑砂粒 (terrestrialsand, 長

石）を含む．

主な岩石型については下に記載するが，田浦居石灰

岩は，下部では oosparite,intraspariteにとみ，巾

部では著しく砂質の biosparite,bioclastic calcare-

niteを主とし，上部では再び oosparite~intraclastic

oobiospariteが卓越する領向がある（第5図）．

A. Oolite類 (Pl.14, Figs. 1-6; Pl. 17, Figs. 

5, 6) 

構成粒子のうち intraclastsが25%以下で， oolith

が25%以上の岩類をこれに含める． 実際には oolith

が殆んど 100%から 60%以上のものが普通であるが，

intraclastを含む intraclasticoospariteから ooli-

tic intraspariteへの中間型も少なくない (Pl. 14, 

Figs. 4, 6; Pl. 15, Figs. 5, 6). 

Oolith (または ooid)は2mm以下，多くは 1~0.5 

mmで，最小0.2 mmのものを含む．粒度は単層または悪

屑ごとにほば一定している. 1 mm以下の oolithは大

部分完球形だが，より粗粒のものでは内核の形に応じ

て亜球形・楕円形のものを含むことがある．同心円構

造が明瞭だが，再結昂により放射状横造が顕著なもの

ゃ，そのいずれも不明瞭になったものもある．

Oolithの内核は石英・長石などの砕屑砂粒や海ゆ

り骨片・有孔虫などの生砕物のこともあるが，多くは

calcisiltiteないしmicriteのintraclastから成る(Pl.

14, Fig. 2). それらは田浦石灰岩の屑員として存在

する同性状の店類に極めてよく似ている．一般に魚卵

状石灰岩では生砕物の量は少ない．また，砕屑砂粒が
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dark"'gr町 11Udstone

dark-gr町・, thin-bedded~lenticular limestone, with 
some silty sbale partings or patches, Mainly 
oosparite, oolitic biosparite 
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第 5図 田浦層石灰岩の総合柱状図及び主要岩石型 Fig. 5. Generalized 
stratigraphic section of the Tanoara Limestone and main rock types. 

5%以上のものでは oolithの含有は少ない．

Ooliteはその形成機構から当然粒度が揃い淘汰良

好であるが，垂直的には粒度の変化が著しく，若干の

薄片では明瞭な scouringがみられる．埜質は殆んど

大部分墓質を欠き， drusyfibrous calciteでセメン

トされている．即ち，粒子間隙にはもともと細粒物が

堆積せず空隙として存在したことは明らかである．し

かしごく稀に砂質の calcisiltiteで充填されている例

がみられ，この場合 oolithの粒度は著しく不揃いで，

破損しており，二次堆積を暗示している．

B. intraclastite類 (Pl.15, Figs. 1-6) 

intraclastが25%以上の石灰岩を：：の類に含める．

殆んど大部分intraclastから成るもの(Pl.15, Figs. 

2,3)から， oolithまたは生砕物を種々の割合で混在

するもの (Pl.15, Figs. 1, 4-6)もある． この類の

石灰岩は， 上記の oolite類とともに田浦層石灰岩の

主構成物をなす． おもな intraclastとして次のもの

がある．

(a) calcisiltite~micrite 

(b) sandy biosparite~oosparite 

(c) sandy calcarenite 

(a)は石灰シルトおよび石灰泥から成る．均質なも

のもあるが，細粒の砕屑砂粒や生砕物を含むものが普

通である．大きさは5~0.1皿にわたるが，大部分は

1 IDIIをこえない．形は平滑な輪郭をもつ亜球形・楕円

型・円盤形などから凹凸のある不規則な形のものまで

種々である．殆んど大部分はかどがとれている．形・

大きさが著しく不揃いに混在している例もあるが，

spariteセメントをもつ単層や葉層では球形・楕円形

に近いものが多く，大きさもほぼ揃っていることが普

通である．

0.5mm以下で平滑な輪郭をもつ亜球形・亜楕円形の

ものは，一見生物糞 (fecalpellet)を思わせるが，形

・大きさ・内部組織において pelletのような均様性

はない． また， micriteには石灰藻が微粒化 (grain

diminution)したものが少なくないが，それに類する

残存組織のみられるものはない．

intraspariteの多くはこの種の intraclastを含む

もので，通例 spariteでセメントされている． ま

た， intraclasticoospariteでも多くの場合この種の

intraclastを含み， oolithの内核も殆んど大部分そ

うである.oolithと intraclastが構成物の大部分を

占め， しかも両者がほぼ等量で，分類上 intraclastic

oospariteあるいは ooliticintraspariteのいずれで

も呼べるものが少なくない．それらのいずれも淘汰が

よく， intraclastは円磨されている．

(b)の intraclastもかなり普通にみられ，特に粗

粒の ooliteおよびbiospariteに最も多い．角ばった

および海ゆり，腕

足貝などの生砕物を含み， spariteセメントをもつ石

灰岩片で，各構成物は0.5~0.lmmのアレナイト大の

ものである．この種のintraclastの大きさは5~3mm

のものが多いが，時に2cmに達するものもある．一般

にかどのとれた円礫が多いが，不規則な形のものもあ
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る．

(c)の sandycalcareniteと呼んだものは， 中・

石などの砕屑砂粒を含む．石灰粒には比較的粗粒のも

のに海ゆり，貝殻（腕足貝型）， 有孔虫の砕片，およ

び暗色の calcisiltite~micrite に帰せられるものも

ある． しかし，大部分の石灰粒は，細粒のため，その

由来が判別できない．恐らく生砕物を主とするもので

あろう．

1r 

11 

上記の intraclastは，いずれの種類も，それらと

同性状のものが田浦層石灰岩の雇員として存在するこ

とから， I司石灰岩堆積地域内における準同時的侵食・

剥離によりもたらされた贋内礫とみなされる．
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第 6図 Loe. Km 6206及び Km6142における田浦層石灰岩の岩石組成図
Fig. 6. Constituent diagram of the Tanoura Limestone at locs. 
Km 6206'and 6142. 1 , 泥岩・頁岩 (mudstone,shale); 2 , 著しく石
灰質の泥岩 (remarkablycalcareous mudstone); 3, 砂岩 (sandstone);
4, 石灰岩 (limestone) a, 恋隣成層 (thin-bedded), b, 厚暦成層～塊状
(thick-bedded~massive); 5 ~11, 石灰岩の組成 (constituentsof lime• 
stone), 5, 砕屑砂 (terrestrialsand); 6 , 化石及び生砕物 (fossils
and bioclasts); 7, ゥーライト (oolite); 8, イントラクラスト (intra・
clast); 9, 石灰砂粒（生砕物を含む） (calcareous grains including un・ 
identified bioclasts); 10, 透明方解石セメント (sparrycalcite cement) ; 
11, 石灰シルト基質 (ca:lcisiltitematrix). 
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C. Bioclastite類 (PI.16, Figs. 1-5) 

田浦層石灰岩では， biosparite~biosparuditeは薄

層ないし葉図をなしてひんばんに発達するが， 20cm以

上の厚さの地贋として存在することは殆んどない．

fossilないし bioclastとして最も多畳にしかも多

くの層準にみられるものは海ゆり骨片で， うに類の刺

や骨片も少なくない．棘皮類に次いで普通にみられる

ものは腕足貝で， punctateのものと impunctateの

ものがある．こけ虫もいくつかの層準にかなり普通に

見いだされる．巻貝・ニ枚貝・アンモナイト類の破片

も稀に認められる．有孔虫は中・上部のいくつかの層

準で比較的に多数見られるが，砕屑砂粒（おもに石英

石灰藻は Solenoporaceae らしいものが粗粒の

biosparite中に見いだされたが，再結晶のため明確で

ない． 古生代石灰岩に通例多量に産する Dasyclada-

ceae, Codiaceae, Gymnocodiaceaeの類は全く見い

だされない．

D. Sandy calcarenite (PI. 17, Fig. 1-4) 

田浦層石灰岩の中部に最もよく発達し，下部にも見

いだされる．大部分が砂質で，角張った石英・長石な

どの砕屑砂粒が1~40%含まれる． この岩類は Folk

(1959)の分類の範ちゅうに入らない型のもので石灰質

構成分は0.2~0. 05 mmの明瞭な輪郭をもつ方解石砂粒

から成る．それらの一部の粗粒のものには，明らかに

海ゆり，腕足貝，有孔虫の砕片と認定できるものがあ

るが，大部分は細粒のため，その由来はきめられない．

しかし恐らく生砕物を主とするものであろう． このこ

とは， この種の calcarenite中には， ひんばんに粗

粒の biospariteの葉閤ないし薄層が挟在し，上・下

の calcarenite と移化することから考えられる (Pl.

17, Fig. 1). 

Sandy calcareniteを主とする石灰岩は塊状のこと

が多いが，通例葉理・斜葉理がよく発達し，淘汰がよ

い．粗粒葉理の部分に含まれる貝殻片などの平盤状生

砕物は時として覆瓦配列 (imbrication) を示すこと

がある. Calcareniteの粒子間はごくせまいが，

spariteでセメントされており，岩石としては well-

washedである．

E. Calcisiltite~micrite (Pl. 17, Fig. 3, 4) 

石灰シルトないし石灰泥から成る．田浦層石灰岩の

中部ないし上部に若干はさまれている. Calcisiltite 

には細粒砂大の， micriteにはシルト大の石英や石灰

片を散点的に含み，またそれぞれに calcarenite,cal-

cisiltiteの薄屑を伴う (Pl.17, Fig. 3). micriteは

しばしば calcisilticで， coccolith石灰岩や arago-

nite needleを主とする典型的な micriteに比べて粗

粒で不均質である．生物遺骸や intraclastsが機械的

に細片化した石灰シルト・石灰泥の堆積物と考えられ

る．

F. 基質・セメント

田浦暦の石灰岩は，若干の雇準に薄贋をなして挟在

する calcisiltite~ micriteを除いて，殆んど大部分

が粒径0.06mm以上の砂～礫サイズのoolith,bioclast, 

intraclastを主体として構成されている．それらの粒

子間間隙は，ごく一部に見られた砂質の calcisitite基

質をもつ洵汰不良の ooliteを除いて，基質と呼ぶべ

き細粒充填物をもたず，透明方解石 (sparrycalcite) 

でセメントされている．その方解石セメントは，殆ん

ど大部分の場合drusyfibrous calcite型のもので，

粒子側壁に直交した伸長軸をもっ．即ち，元来空洞と

して存在した粒子間間隙が化学的に沈澱した方解石で

充虞されたいわゆる空洞充填セメントである．粒子間

隙が広い場合は， fibrous calciteは長く側壁を離れ

るに従って結晶が大きくなり，粒子間隙の中央部では

モザイク状方解石結晶に移る．粒子間がせまい楊合に

も粒子側壁に接する部分は fibrouscalciteから成る．

ただ，粒子間隙が広い場合もせまい場合でも，海ゆり

骨片の周りでは， fibrous calciteは発達せず， syn-

taxial rim cement として，骨片のもつ方解石単結

品の壁開と連続した sparrycalciteから成っている．

これも充填方解石セメントに普通に見られるものであ

る．

Sandy calcareniteもよく洗われており，泥質基質

は認められない．その細粒のものでは，粒子間隙がせ

まく，石灰砕屑とセメントとの区別が明確でないこと

が多いが，籾粒の粒子が混在する部分では明らかに透

明方解石でセメントされている．

構成粒子が砂サイズ以上の石灰岩で， calcisil ti te 

より細粒の基質をもつものは， 120枚の薄片中3枚に

みられたにすぎない．なお，上部の石灰岩層で若干再

結晶したものは，上記の記述に含めていない．

v. 田浦層石灰岩の特徴と堆積学的考察

(1) 田浦層石灰岩は多くは成腐石灰岩で特徴づけ

られ，一部塊状のものでも葉理が明瞭である．交指状

に石灰質シルト岩・泥器時に砂店に移化する．

(2) おもな構成物は oolite,化石ないし生砕物お

よび intraclastで arenite~ rudite サイズの粒度

のものが多く， 若干の lutite相のものを伴う． 中粒
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arenite以下の粒度のものでは多かれ少なかれ砕屑砂

を含むものが多い．

(3) 石灰岩の大部分は基質を欠き，多くの場合

drusy fibrous calcite, 一部 drusymosaic calcite 

でセメントされている．即ち主構成物と粒度を異にす

る細粒物を含まない well-washedrockである．

(4) 量的に最も多い生砕物および化石は浅海生，

着生動物の海ゆり，腕足貝，こけ虫であり，底生のう

に類，厚殻二枚貝などがそれに次ぐ．

(5) 田浦層石灰岩で量的に最も多く多数の層準に

産するものは oosparite,intraclastic oospariteで

ある． それらの oolithは完同心円構造をもつ完球状

のものを主体とし，葉層または単層ごとに大きさが一

定している．

(6) intraclastには数種類のものがあるが，すべ

て田浦層石灰岩の層員として存在する岩石型のもので

ある．検鏡した限りでは2cm以下の種々の大きさのも

のがあるが， intraclastは， intrasparudite~sparite 

のほか殆んどすべての biosparite,oosparite, cal-

careniteに含まれている．淘汰のよい中・細粒の

biospariteや calcarenite中にひんばんに発達する

粗粒葉層には， intraclastと共に oolithが混在して

いることが多い.intraclastはもちろん異地生成の混

入物であるが， oolithもまたそれを含む場所で形成さ

れたものではなく， oolith形成場から運ばれてきたも

のかあるいは intraclastとして混入したものである

ことは疑いない．その理由は， oolithの生成機構から，

主構成物とは不調和に大きい oolithが散発的に形成

され得ないことからも明らかであるが，それらの 00-

lithは周縁が不規則に磨粍したりまた破片化してい

るものが少なくないことも間接的に二次混入物である

ことを示している．

(7) 田浦層石灰岩によく発達している層理・葉層

では，粒度・組成のいずれかあるいは両者が急変して

いることが少なくなく，いくつかの薄片で葉理面に明

らかな scouringが認められた．

上記の田浦層石灰岩の特徴， とくに(2)~(7)は，

同石灰岩が浅海堆積物であることを示している．

areniteサイズ以上の石灰岩は埜質をもたず， sparry

calcite (多くは drusyfibrous)でセメントされてい

ることや，若干の層準にはさまれる calcisiltite~mi-

crite中にも粗粒葉理を伴うことは， 水流の強い，ま

たはwave-base以浅の水の動揺の強い環境の堆積と

考えられる．また田浦石灰岩の層員として存在する岩

石型のものと類似の性状をもっ intraclastが多数の

層準に含まれ，それが主構成物をなすものもあり，ま

た oolithの内核の多くはそれであること，および層

理・葉理にそう粒度の急変や scouringの存在は，石

灰岩堆積地域内における同時ないし淮同時的侵食がひ

んばんに起ったことを示唆している．

さらに，多数の層準に発達する oospariteの存在

は堆積深度の考察上重要である． 現生の ooliteは

Bahama Bank (ILLINGS, 1954; NEWELL et al., 

1957, 1962; PURDY, 1961, 1963; BATHURST, 1971, 

1975), テキサスのMagunaMadre Beaches(RUSNAK, 

1960), 西オーストラリアの EasternShark Bay 

(DAVIES, 1970), ペルシャ湾の TrucialCoast Em-

bayment (KINSMAN, 1964 (MS) in BATHURST, 

1971, 1975), ュタ州のGreatSalt Lake (EARDLEY, 

1938; KAHLE, 1974)などから報告されており，そ

の生成環境も詳しく知られている．そのいずれにおい

ても生成場は10m,多くはSmより浅い.Bahamaで

は bank縁辺の4m以浅の浅瀬で， MagunaMadre 

Beachesおよび EasternShark Bayでは潮間帯で

sand barをなし， TrucialCoast Embaymentで

は同様に潮間帯のデルタ上で生成されている. Great 

Salt Lakeでは湖岸に近く，それに平行した水深1~

4mの浅瀬 (shoal)で生成されている． いずれにお

いても雁行状ないし淮平行の megarippleや barを

作り， また小波長の ripplemarkがよく発達してお

り， また潮汐流 (Bahamaでは 20~150cm/sec)・波

浪が強く，水は殆んど常に動揺している環境である．

Great Salt Lakeでは広い湖水に面し卓越風によって

波浪を受ける西岸域の浅瀬に限られている．

上記の oolite生成地では，殆んど100%(Bahama) 

から60~70%(Shark Bay, Trucial Coast Embay-

ment)の ooidのほか bioclast,pellet, intraclast 

が混在することもある．しかし，細粒堆積物は混在し

ない. ooidは完球状のもののほか，核の形により亜

球形・楕円形のものもあるが，完同心円皮殻をもち，

均様な大きさをもっ.ooid皮殻を作る aragoniteの

ooliteの生成場は， 温暖な， やや hypersalineの海

水・湖水で，潮汐流または波浪が強く炭酸塩堆積物

が free-rollingと沈積をくり返している数m以浅の

shoalや潮間帯である*.ooidの分布は，このような

*half-moon ooliteほか (CAROZZI,1961, 1964) 
偽似 "oolite"及びとく薄い "oolitefilm"をもつ
類はもちろん論外である．
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場所だけでなく，ハリケーンなどのあらしにより近傍

地域に運ばれて若干広がり，他の種々の炭酸塩堆積物

と混合することはあっても，そのような地域は ooid

の生成場ではない．

田浦石灰岩の oospariteは70%以上，殆んど100%

に達する完球状oolithから成り， 上記の数m以浅の

oolite shoalのような ooid生成地の産物と考えら

れる. ooidを多かれ少なかれ混在する biosparite,

intraspariteの堆積はooid生成場に近い地域に帰せ

られよう．

田浦層石灰岩は下部層の中位，即ち泥質層の卓越す

る層準に存在する．田浦層は，第3図のように，基底

礫岩に始まり砂岩一泥岩に至る下部層と砂岩一泥岩に

わたる上部層の，岩相上2サイクルの地層から成るが，

泥質岩は下部・上部のいずれもシルト質で，極めてひ

んぱんに2cm以下，多くは1cm以下の細粒砂岩・シル

ト岩の薄層・葉層を含むことで特徴づけられる．田浦

層は泥質岩が優勢であるが，その泥質岩の卓越する層

位に，上記のごく浅い水深を示す石灰岩を挟むことか

ら，田浦層に石灰岩とは著しく異なる水深の堆積物を

含むことは考え難い．なお，上部層中位の泥岩には，

ーケ所だけではあるが石炭の薄層が見いだされている

（折田， 1962)ことは留意すぺきである．

vr. 三宝山帯の同時代石灰岩との比較

田浦層の石灰岩は，知られた限りでは，東西方向に

断続的ながら約28kmにわたって見いだされる．一方，

その南北方向の広がりは，地層が直立ないし高角度で

傾斜するため，不明である．田浦層の北1~1.5kmの

位置には，同時代の松求麻層（松本・勘米良， 1964)

がほぽ平行に分布している．それはおもに泥岩・シル

ト岩から成り，岩相上田浦層下部層の中～上部に似て

いる．その中部に細粒砂岩の葉層・薄層をはさむ著し

く石灰質の泥岩があり，一部に暗灰色の砂質 calcare-

niteの小レンズを伴う． この石灰質泥岩層は田浦石

灰岩に対比されるかも知れないが，確定的でない．

他方，田浦層の南約12kmの位置，即ち秩父帯南縁に

分布する三宝山帯（第1図参照）の神瀬層群には，田

浦層と同時代の石灰岩が広く発達している．

神瀬層群の層序・岩相，産出化石，地質時代，石灰

古川， 1964;KANMERA, 1964; KANMERA, 1969). 

それらの資料に基づく同帯の上部三畳系＊の特徴と，

＊勘米良・古川 (1964)の神瀬層群の層序では，最下
部の大阪間層に Yabeina, Neoschwagerinaを産

今回得られた田浦層石灰岩に関する資料を含めて，秩

父帯主部の同系の共通的特徴との比較を第1表に示す．

この表からわかるように，両帯の地層は岩石組合

せ，特に塩基性火山岩類，放散虫チャートの存否にお

いて画然とした相違があり，また砂岩・礫岩の組成に

ついても違いがある．石灰岩では，田浦層のものが，

oosparite, 着生動物を主とする biosparite,淮同時

的侵食に由来する intraspariteを主とするに対し，

神瀬層群の石灰岩は，すでに図版を付して記載した

(KANMERA, 1969)ように，浮遊性の放散虫や薄殻

二枚貝などで特徴づけられ，遠洋深海型の性状を示す

biomicrite,'micriteを主体とする．ただ， ここで注

意すぺきは，神瀬層群では，それらの micriteとは明

確に区別されるが，火砕岩中に大小種々の大きさ（数

m~ 1mm)の灰白色石灰岩角礫が大阪間，権現山，告，

鎌瀬，大瀬，小口の諸層にみられることである．これ

らの角礫には，石灰藻，六射さんご， spongiomorphid,

石灰海綿などから成る礁性石灰岩が少なくない．これ

らの角礫は，同様に大小種々の玄武岩角礫と混在し，

しばしば landslideないし earth-slideによる重積土

状の堆積様式を示す. 2 • 3の河床面によく洗われた

露頭では，そのような堆積物の上部では粗礫岩から細

礫岩にわたる級化層をなす例もみられる．また，放散

虫・薄殻二枚貝ミクライトと互層して，玄武岩小角礫

を伴い，上記の浅海型石灰岩角礫と放散虫micriteの

角礫が混在する級化層が挟まれる例も数露頭でみられ

る．これらは1~20cm程度の厚さで，いわゆるタービ

ダイト石灰岩 (allodapiclimestone, MEISCHNER, 

1964)型の特徴を示す．

このような大・小の角礫および級化 microbreccia

は恐らく海面上に露出する玄武岩火山島あるいは海面

中部二畳系上部に帰した．しかし，

その紡錘虫は玄武岩質凝灰岩中に散在する石灰岩角
礫中に産する．同様な紡錘虫の産状は紀州中央部の

同帯でも知られ，そこでは中生代化石と共存してい

ることが明かにされた（八尾， 1975参照）． 神瀬の
紡錘虫石灰岩角礫は外来礫とみるのが妥当であろう．

また，鎗倒層の最下部のチャートから，上部三畳紀

型コノドントが発見された（小池敏夫の私信による）．

従って，時代不明であった神瀬層群下部の権現山層，

鎗倒層及び上記の大阪間層も上部三畳系の可能性が
高い． これらの眉は，六射さんと (KANMERA,

1964), コノドント（小池ほか， 1974)によって明
らかに上部三昼系 (Carnian-Norian)に対比され
る神瀬南帯の告層，鎌瀬層及び北帯の大瀬・小口の

諸層と同時代ないしそれに近い中部三畳系で，多数

発達する衝上断層により覆瓦構造をなしているもの

と考えられる．
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第 1表

Table 1. Comparison of litho-and bio-facies between the Upper Triassic 

formations in the main part of the Chichibu Belt and the coeval 

formations of the Sambosan Belt). 

秩 父 帯 l 三宝山帯
構成岩石 砂岩・泥岩・頁岩を主とし，レンズ状石 玄武岩溶岩・火砕岩・石灰岩・チャート；副

灰岩， 1層の酸性属灰岩を伴う． 砂岩・角礫岩の楔状体を挟在．

安山宕等の種々の 門竺tt亨胃責讐塁塁胃誓ひ火砕岩の角礫
火成岩，砂岩・頁岩等の大～小円礫． すべて構成岩石と同類の岩石．

諧基質 砂質；方解石セメント． 埜質なし；方解石・緑泥石セメント．

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------← ----------―← -
------------------------

砂岩 ＇種々の岩片を含む右質ワッケ；各累胴上部では 2型がある： (1)チャート砂岩 (90%以上チャ
右英・長石質ワッケ，洵汰よく，時に塊状 (1 -卜岩片）， 砕居岩楔状体の下部に散発的，
m以上）ないし厚屈成贋 断統的に挟在； 長石質ワッケ，砕屑

岩楔状体の中・上部にレンズ状に挟在．

--------------------------→ --------------、---------------------------------------------------------------------・---------------------------------------------------------------------------
泥岩・頁岩 賠灰色，多くの場合シルト列；また泥岩中にシ 暗灰色～黒色，大部分粘土岩，葉・同理不明

ルト・極細砂の葉屑・薄屑をはさむ．砂質薄層 瞭，岩石剪開が顕箸で粘板岩化．
には微斜屑理顕著．

-----------------------------------------------------------------------------------------
------------—• ← -----← ← ← ← ------―----------------------------------------------

小レンズ状（／旱さ 3m以下），石灰質シルト岩・ 2型がある： (1)延長の大吾い屑状ないしレン
泥岩と互層ないし移化． ズ状（厚さ lm~200m; 延長数lOOm~数10

血）．火山岩類・チャートと成閻・移化； (3) 5 
m以下の不規則な形の角礫塊；火山角礫岩0)
重積土中に散在．

oosparite, intrasparite, biosparite, bioclastic上記の(1)の型： micrite, 放散虫ミクライト
calcareniteを主とする.biospariteは海ゆり， を主とし，薄殻二枚貝（恐らく浮遊性）・有

こけ虫等の苫生動物追骸を主とする． 孔虫に富む m1criteを伴う.(3)の型：石灰藻
1大部分詰質を欠苔， sparrycalciteでセメン ・さんこ:・.石灰質海綿・閻孔虫を含む礁性
トされている． biosparudite, b10micrudite. 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------―・----------------------------------------------------
火山岩類 厚さ数m以下の灰白色，微粒酸性眉灰岩（恐ら 玄武岩質枕状溶岩，溶岩角礫岩，火山角礫岩

< fall型） 1開あり．塩基性火山岩なし． がひんばんに発達；溶岩・角礫ともに蒼しく
杏仁状空隙（方解石で充狙）にとむ．

・・ 
チャート なし. 2型がある： (1)屈状チャート，多数発達，厚

さ2, 3 m~30m; 放散虫にとむ；凝灰質葉
1層をはさむことが多い.(Z)放散虫 micrite中
Iに二次的に発達した不規則な団球状・団塊状
チャート．

状

成

産

組[

1

¥

＼
 

如

峯

埠

化石
―------------------------------------------------------← ---------------------------—• --------------------------------------← 

二枚貝・アンモナイトー泥岩中に稀に産する． 放散虫ーチャート・石灰岩中に多量，普遍的．
こけ虫一石灰岩中に普通．小型有孔虫 有孔虫一石灰岩中

生物攪乱一泥岩 さんこ，-・唇孔虫・
中に普通にみられる．
I iこのみ普通に産する．

-----------------------------------------------------------------------------------------------------

堆積学的特徴
暦理・流理

級化阿・スラ
ンプ等堆禎物

砂岩・シ）レト岩では屈理・葉理明瞭．泥質岩は チャート及びごく一部の石灰岩を除き，層理
一般に塊状だが，ひんばんに挟在するシルト・ ・流理不明瞭．
細砂同の薄開・葉屈に斜屈理顕著．
scour and fill梢造普通．
砂岩中に稀に見いだされる． 石灰岩角礫を含む火砕岩中に規模の大言い級

化が認められる． また放散虫石灰宕中に
allodapic limestoneが普通にみられる．

-------------------------------―-------―--―---------―---------------------------------------------------------------------
堆積場の推測 秩父帯の古生層及び黒瀕/II摺蘊帯を基盤とする 1玄武器質の活動的火山楷内及びそれに沿う遠

島棚的堆積物． 石灰岩は完球状 oospariteを 洋性堆積物．玄武岩が著しく amygdaloidal
ひんばんに挟むことから数m以浅の oolite であることから 500m以浅． 一部は火山島
shoalの堆積を含む． ないし海面に近い海山として礁性石灰岩を形

成，崩落して石灰岩角礫を堆積．
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156 勘米良亀齢

に近く達した海底火山上の礁性ないし浅海性石灰岩か

らの崩落層と考えられる．要するに，神瀕層群の石灰

岩は玄武岩質火山帯にそう遠洋深海性 micriteを主

体とし（堆積探度については KANMERA,1969参照），

海底火山体上の礁性 biolithite,biosparite, biomi・

criteの崩落物および allodapic石灰岩を伴っており，

田浦層石灰岩とは全く異なる堆積様式および構造的位

置の所産と結論される．

なお，このような秩父帯一三宝山帯における上部三

でなく，外帯全体を通じて発達していることが考えら

れる. OZAWA and HAYAMI (1969)が記述した関

東山地青梅市郊外の Carnian立ケ谷層の石灰岩はそ

の1例証である．
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Fig. 1 

第 14図版説明

. Oospante 

Coarse, closely packed; cemented with sparry calcite. Many of 

the ooliths show stylolitic contact. Concentric structure of the 

ooliths has been obscured by grain diminution. 

Loe. Km 6206-24; xlO 

Fig. 2, 3. Oosparite containing some micritic intraclasts 

Coarse, well-sorted; cemented with drusy fibrous calcite. 

Ooliths display both concentric and radial structure, and their 

nuclei are mostly micritic intraclasts. 

Loe. Km 6128-a; 2, xlO; 3, x20. 

Fig. 4. Fine-grained intraclastic oosparite 

Slightly sandy (mostly quartz), well-sorted; cemented with drusy 

fibrous calcite. Intraclasts are subrounded to well-rounded, con-

sisting of micrite. 

Loc. Km 6142-1; xlO. 

Fig. 5. Intraclastic oosparite and fine-grained biosparite 

Lower two-thirds: oosparite with not a few well-rounded intra-

clasts composed of micrite and coated with thin oolitic films; 

cemented with drusy fibrous calcite. Upper one-third: biosparite 

with fine-grained bioclasts consisting mainly of crinoid osicles and 

shell debris; cemented with sparry calcite. 

Loc. Km. 7016-3; x5. 

Fig. 6. Intraclastic oosparite 

Rather poorly-sorted; intraclasts of various sizes; a few fossil 

debris and some quartz sand present; cemented with drusy fib-

rous calcite. 

Loc. Km 6129-d; X 10. 
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第 15図版説明

Fig. 1. Intrasparite and oolitic intrasparite 

Well-sorted; not a few intraclasts are coated with oolitic films. 

In the lower half ooliths commonly occur. Intraclasts are of var-

ions shapes including well-rounded, subrounded to platy. Well 

washed; cemented with drusy fibrous calcite. 

Loc. Km 6206-3; x5. 

Figs. 2, 3. Intrasparite 

Well-washed, closely packed intraclasts of various spapes and sizes; 

mostly composed of micrite; cemented with drusy fibrous calcite. 

Loc. Km 6129-b; 2, XlO, 3, x20. 

Fig. 5. Intraclastic and oolitic biosparudite 

Very tightly packed; intraclasts of various sizes, comprising sever-

al kinds including sandy biosparite, fine-grained biosparite, very 

closely packed oosparite containing some bioclasts and micrite. 

Skeletal fragments are mostly crinoids, and some bryozoas. Oo-
liths and smaller bioclasts constitute a matrix with a very narrow 

sparry calcite cement. 

Loc. Km 6142-f; x2. 5. 

Fig. 5. Oolit. ・ 1c mtraspante 

Fig. 6 

Well-sorted; intraclasts and ooliths nearly equal in volume. Intra-

clasts mostly micrite, well-rounded to subrounded; many coated 

with thin oolitic rims. A few crinoid osicles occur. 

Cemented with drusy fibrous calcite. 

Loc. Km 6206-4; xlO. 

Oolitic mtrasparite 

Tightly packed; intraclasts well-rounded and consisting of mic-

rite; two large brachiopod shells present; cemented with sparry 

calcite. 

Loc. Km 6142-o; xlO. 
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第 16 図版説明

Fig. 1. Sandy biosparite 

Bioclasts mostly of crinoid osicles; some shells including brachia-

pods (a well-folded shell is seen at lower right corner) present. 

Dark, spherical to subspherical particles are ooliths and micritic 

intraclasts. Matrix Comprises fine-grained bioclasts and calcite 

silt. 

Loe. Km 6206-17; x7. 

Fig. 2. Sandy biosparite 

Tightly packed; bioclasts include crinoids, echinoid spines and 

plates, and brachiopods; an ammonite shell present(middle left end). 

Dark particles include ooliths and micrilic intraclasts. Note that 

the ammonite shell and the brachiopod shell adjacent to a crinoid 

osicle at the central part are filled with micrite. These intra-

particle pore-fillings indicate that the shells can be referred to a 

kind of intraclasts. 

Loc. Km 6206-11; x 25. 

Fig. 3. Oolitic and intraclastic biosparudite 

Bioclasts mostly of crinoid osicles, some bryozoas, and calcareous 

algae (recrystallized; at lower end and middle right end); gastro-

pods, brachiopods, foraminifers and some crinoids are coated with 

oolitic films. Note that the gastropod and brachiopod shells res-

pectively have a calcisiltite and micrite intraparticle pore-fillings; 

Intraclasts include those of calcisiltitic micrite, sandy biosparite 

and sandy calcisiltite; cemented with drusy fibrous calcite. 

Loc. Km 6142-h; xS. 

Fig. 4. Sandy foraminiferal biosparite 

Many of dark subspherical particles are very tightly coiled fora-

minifers. Matrix comprising fine-grained calcite, many of which 

are referred to crinoid debris. 

Loc. Km 6128-b; x 25. 

Fig. 5. Oolitic biosparite 

Well-sorted, closely packed; Bioclasts mostly of crinoid osicles; 

cemented with sparry calcite. 

Loc. Km 6206-9; x 10. 
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第 17 図版説明

Fig. 1. Thinly alternating sandy biosparite and bioclastic calcarenite 

Terrestrial sand (mostly quartz and feldspar) attains 10~20%, 

Coarser layers consists of bioclasts mostly of crinoid osicles and 

shell debris, micritic intraclasts and some ooliths; finer layers of 

carbonate debris of unknown origin, but some crinoid osicles are 

discriminated. Well-washed and cemented with sparry calcite. 

Loc. Km 6206-6; x5. 

Fig. 2 F' me-gramed calcaremte 

Sandy, well-sorted; consisting of sparry carbonate debris of un-

known origin and dark, micritic debris. 

Loc. Km 6128-g; xlO. 

Fig. 3. Calcisiltitic micrite 

In the lower part micritic intraclasts and crinoidal bioclasts are 

scattered. 

Loc. Km 6128-c; x 10. 

Fig. 4. Micrite or calcilutite 

Some calcisiltitic grains are scattered. 

Loc. Km 6128-d; x25. 

Figs. 5, 6. Sandy, fine-grained intraclastic oosparite 

Well-sorted, closely packed; ooliths display both concentric and 

radial structure, but radial one is much distinct; most of oolith 

nuclei are micrite; intraclasts are also micrite and often coated 

with thin oolitic rims. Some crinoid osicles and echinoderm plates 

present. 

5, Loc. Km 6614-b; xlO; 6, Loc. Km 6614-c; x25, 
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